
 

 

 

 

 

［平成30年9月12 日 定例会発表要旨］ 

地名由来・ニシン漁・御膳水…｢銭函よもやま話｣ 

銭函の歴史 研究家 佐々木 博一 氏 

銭函の町のあゆみについて、お話したいと思います。松浦武四郎が幕末に著し

た地図や日誌に、「セニハコ」・「銭函」が登場します。地名の由来としては「ニ

シンの豊漁で 銭箱
．．

が積まれていた」という説が有名ですが、ほかにも「アイヌ

語のシェニ
．．．

 ※カシワの木・ポコ
．．

 ※ホッキ貝 に漢字を当てた｣、「セ
．
ニ
．

 ※狭いところ・ハコ
．．

 

※崖 で 崖下の狭い集落を指す」、「北前船が航行していた頃に 金目
．．

のものが漂着
．．．．．．

したから」など諸説あって、未だ解明されていません。ちなみに、実際の銭箱は 

米櫃式の質素なものがほとんどで、銭函駅に飾られている豪華な銭箱は あくまで縁起物です。また 

湾内に漂着したものに日露戦争の機雷の残骸があり、これは豊
とよ

足
たり

神社に奉納されています。 

 幕末の頃から 銭函は交通の要所でした。明治2年、銭函に上陸した開拓使判官 島
しま

 義勇
よしたけ

は仮役所を

現在の駅前辺りにあった白
しら

濱
はま

邸に置き、ここで指揮を執ったといいます。明治13 年、手宮－札幌

間に「官営幌内鉄道」が開通した際も、正式な駅として最初に開業したうちの一つが銭函駅でした。 

 かつて銭函のニシン漁場は“千石場所”と呼ばれるほどに栄え、各地から“ヤン衆”が集まって、

浜も町も大いに賑わいました。昭和 25年の群来
く き

を境に衰退していきますが、稚魚の養殖放流などの

努力が効を奏したのか、近年は再びニシンが押し寄せるようになり、春の風物詩になっています。 

 老舗 新
しん

宮
ぐう

商行の木材加工場の敷地の脇に「銭函運河」の起点があります。物資の水上輸送と 原野

の排水を目的として石狩の花
ばん

畔
なぐろ

まで開削し、明治30年には茨戸川や創成川を経て札幌市街と繋が

りましたが、使われたのは わずかな期間でした。手稲に残る「山口運河」も この運河の一部です。 

 昭和に入ってからの銭函は、リゾート地としても注目されます。海水浴場は言うまでもなく、道内

最古参のゴルフ場が昭和3年に開業し、戦後の一時期は競馬場もありました。石狩湾を一望できる高

台には別荘が建ち並び、“赤別荘”と呼ばれた坂
ばん

邸は後年、映画『Love Letter』の舞台になりました。 

ところで、国道 5号沿いに「御膳
ご ぜ ん

水
すい

」というバス停があります。明治14年、明治天皇が北海道巡 

幸の折に ここの沢水を飲まれたことに因んだもので、「御膳水

宮」と刻まれた小さな祠も置かれています。しかし、私が調べ

たかぎり、この言い伝えはどうやら眉唾物であるらしく、地元

民からは研究成果を恨まれたこともありました。ロマンと史実

は、時に相反するものです。 

小樽地名発祥の地「オタルナイ」の移動、護岸などに使われ

た間
けん

知
ち

石
いし

、駅弁第一号の『酒まんぢう』、開業時と異なる銭函

駅の場所、社会情勢で変わった豊足神社の祭典日など、話は

尽きません。銭函へぜひ遊びに来てください。 ［文責：菅原純子］ 

次回予定 ⇒ 「平昌五輪を終えて～今こそ語ろう 手稲山の活性化」 井幡篤憲氏 （公益財団法人 札幌スキー連盟 監事）／ 
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ニシンの群来～たも網すくい 
（昭和 7年撮影／小樽市総合博物館所蔵写真より） 
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日帰り視察研修ツアーで 厚田の歴史風土を学ぶ 

手稲郷土史研究会会員の知人の紹介で、9月 22日、石狩市厚田
あ つ た

区（旧厚田村）を訪ねる「日帰り

視察研修ツアー」に参加させていただきました。 

石狩の地は、北海道の大きな玄関口の一つであり、私の住む手稲のすぐ隣のまちです。とは言え、

30年近くこの地に居ながら『番屋の湯』に数度行った程度で、本格的にしっかり見たことはありま

せんでした。今回のバスツアーでは、まず石狩街道の両側に延々と並ぶ巨木群に驚かされました。

冬の厳しい風雪をよけるためのものでしょうか。そして「石狩大橋」を渡った辺りで、ゆったりと蛇

行する石狩川の 満々と水を湛えた姿を初めて目にし、その美しい広大な眺めに感動いたしました。 

厚田では、明治維新後、開拓のために この地に足を踏み入

れた 仙台藩 伊達邦直
だ て く に な お

主従の記念碑のある 聚
しっ

富
ぷ

という場所を

最初に訪れました。旧藩士が一冬を過ごした、今は広漠とし

た草地に立って辺りを見渡すと、厳しい自然の中での苦労が

しのばれるようでした。 

 次に、厚田油田の採掘跡を、草原の細い小道を辿って見に

行きました。一千万年前のプランクトンの死骸の層の上に

様々な層が重なって、やっとこの地上に染み出していたとい

う 地球の神秘に触れる思いでした。 

 その後、古潭
こ た ん

漁港に向かい、「弁財船投錨地碑」や「厚田村発祥之地碑」を見学し、さらに奥まっ

た押
おし

琴
こと

の入江に下りました。ここは昔、北前船（弁財船）が多数停泊した湾ということで、さまざ

まな関連施設が建てられていたそうです。当時のままの浜辺の姿を残していて、漂着物の中に メノ

ウを見つけた方もいらっしゃいました。私は、波できれいになった小さな流木と石を 記念に持ち帰

りました。 

 それから、海の安全祈願や豊漁を願うための「古潭八幡神社」と「厚田神社」、また 剣術 直
じき

心
しん

影流
かげりゅう

の道場跡の碑を見て、道の駅 石狩『あいろーど厚田』で海の幸豊かなお弁当を食べ、子母澤
し も ざ わ

 寛
かん

や戸田
と だ

城
じょう

聖
せい

など 厚田に有縁の人々についても学びました。そして帰途には、厚田川河口近くの橋の上か

ら遡上する鮭たちを見ることができました。 

全行程を通して、一番目に焼き付いたのは、高台から

眺めた石狩湾の全貌でした。広く長く続く砂地とその向

こうの海岸段丘と呼ばれる切り立った崖の光景。この地

に初めて辿り着いた人々は、どんな思いを抱いたのだろ

うと思いました。私の住むところも含めて 手つかずの自

然が失われつつある昨今、今回のツアーで このような太

古からの自然に触れることができたことは、貴重な体験

になったと思います。ありがとうございました。 

渡部晴子さん（手稲区曙 在住） 

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

★新川開削 130年記念講演のご案内 11月10日（土）午後1時より、四季
し き

彩
さい

の街
まち

会館（手稲区前

田8-15）、参加無料。林千秋の『札幌
さっぽろ

船渠論
せんきょろん

』※昭和2年 をめぐる基調講演のほか、手稲郷土史研究会

からも話題提供をします。詳細は 当研究会 新川運河部会：渡部 代表（090-9433-3841）まで。 

手稲郷土史研究会 会報「郷土史ていね」第130号  平成30年10月10日発行           発行責任者：永井道允（手稲郷土史研究会 会長） 

-2- 

- 

- 

「伊達邦直主従移住の地」記念碑前にて 

 

◆ 寄稿  

 

厚田神社で記念撮影 

 


